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麹菌の染色体工学技術
－新たな物質生産法を目指して－

研究の内容
物質生産性の高い麹菌の新しいベクターとして、人工的に染色体を作り、それに複数の遺伝子を

乗せて麹菌に導入する（染色体工学）。導入する遺伝子の組み合わせにより、新たな化合物の麹

菌による生産が期待される。

技術の特徴

テロメア
セントロメア テロメア

麹菌テロメアを分離し、構造を解明した！（参考１）

(TTAGGGTCAACA)を単位とする繰り返し配列

麹菌染色体

麹菌ゲノム解析
に貢献した

染色体工学：
当初酵母菌で確立。
哺乳類や植物でも開発されつつある。
大きなDNAが細胞に導入可能。

テロメアの機能：
染色体末端の維持と複製に寄与。
短いテロメア（繰り返し単位10回程度）を
プラスミドベクターに連結して麹菌に導入
すると、染色体に組み込まれる。（参考
２）さらに長いテロメアではどうか？

人工染色体の構築

物質生産遺伝子群

色素・抗酸化性成分・酵素群の生産

麹菌に導入

〔目標〕

セントロメア
テロメア

（麹菌の9本目の染色体）

参考 １．Kusumoto, K. et al. The telomeric repeat sequence of Aspergillus oryzae consists of dodeca-nucleotides. Applied Microbiology 
and Biotechnology. 61, 247-251 (2003)

２．楠本ら、日本農芸化学会2005年度大会講演要旨集 p80 

今後の展開
麹菌セントロメアの分離・物質生産遺伝子群の導入
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